
図１ 位置図 （２事業概要①所在地）

都市計画道路淀川南岸線
事業再評価区間 L=6.7km

桜島東野田線
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図２ 費用便益分析の概要 （３事業の必要性の視点 ③費用便益分析）

事業全体

便益 走行時間短縮便益（億円） 59.0

（B） 走行経費減少便益（億円） 3.3

交通事故減少便益（億円） 0.1

計（億円） 62.5

費用 事業費（億円） 47.5

（C） 維持管理費（億円） 2.5

計（億円） 50.2

費用便益比（B／C） 1.2
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供用年 平成 44 年度

基準年 平成 29 年度

費用の算定期間
事業費：平成21年度～平成43年度
維持管理費：平成44年度～平成93年度

便益の算定期間 平成44年度～平成93年度

※費用及び便益額については平成29年度の価値に換算
※費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある
※費用については平成28年度までは実績値・平成29年度からは計画値とし、便益については推計値による



図３ 進捗状況 （4 事業の実現見通しの視点 ②事業規模）

都市計画道路淀川南岸線
事業再評価区間 L=6.7km

桜島東野田線

完了区間 L=0.6km
（平成25年10月供用開始）
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図４ 進捗率の推移 （4 事業の実現見通しの視点 ③総事業費）
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